
１２／１人権集会 校長講話内容

今日の朝会は人権の話をします。1年生の人は「人権」という言葉、聞

いたことありますか？2年から6年の人は、去年も校長先生が人権の話を

したこと、覚えていますか。

毎年この時期に人権の話をするのは、12月4日から１０日まで、世界人

権週間という週間だからです。

世界人権週間の目標は、世界中のみんなが人間らしく幸せに生きること

です。当たり前のことですよね。

でも世の中には、人権を無視して、奴隷として無理やり働かせたり

戦争によって罪もない人の命がうばわれたり

食事や住む場所など、生きていくために必要なものがもらえなかったり

他の人と、見た目や考え方が違うという、ただそれだけの理由で、い

じめられたりひどいことをされたり、そういうことがいっぱいありま

す。

これは外国だけの話ではありません。日本でも、そして私たちのまわり

でも起きるかもしれません。私たちの周りにも、人権を無視されて、人

間らしく幸せに生きることができず、ひどいことをされて苦しんでいる

人がいるかもしれません。そしてもっと怖いのは

私たちは知らないうちにだれかを傷つけているかもしれないということ

なんです。これはとても怖いことです。
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そうならないために、今日の朝会では一ついい方法を教えます。その方

法とは

思い込みをなくすことです。どういう意味かわかりますか？

では皆さんに問題を出します。四角に入る言葉を考えてください。

何とかな人はたいてい…。「な」にかっこが付いているのは、「な」以外

の言葉が入るかもしれない、という意味です。例えばこんな風に

メガネをかけている人はたいてい…。さあ、四角に入る言葉はなんでし

ょう？

他にもいろいろ文ができますね。本を読むのが好きな人はたいてい…。

声が小さい人はたいてい…。女の人はたいてい…。学校の先生はたいて

い…。外国人はたいてい…。お年寄りはたいてい…。

でもそれって本当でしょうか？そう思われた人はどんな気持ちになるで

しょうか？たぶん、「勝手に決めつけないでほしい」と思うのではないでしょうか？これが「お

もいこみ」です。だれでもついついしてしまうことです。

では、この文はどうでしょう？同じように、四角に入る言葉を考えてく

ださい。「あの人」とはだれでもいいのですが、具体的に誰かのことを思

い浮かべて考えてください。

どうでしょう？「どうせあの人は私のことをわかってくれない」とか「おこっている」とか「嫌

っている」とか、そういう言葉が思い浮かんだのではないでしょうか？

これもよくある「思い込み」です。実際に話してみたらそうでもなかったということも、よく

あります。でも、もし周りのみんながこういう考えをもっていたら、どうなるでしょう？たぶ

ん、けんかや争い事はいつまでも続くでしょうね。ではどうしたらいいのでしょう？

思い込みをなくすためにやってほしいこと、一つ目は、まず自分の思い

込みに気づくことです。

「思い込み」はほとんどの人が全く気づかずにやっています。今まで自

分が「当たり前だ」とか「こうに決まっている」と思っていたことを、

「本当にそうだろうか？」「ひょっとしたら自分の思い込みだったのかもしれない」と考えてみ

てください。だれにでも「思い込み」があるはずです。
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思い込みをなくすためにやってほしいこと、二つ目は、素直な気持ちで、

相手とお話をすることです。

私たちが「思い込み」をするとき、ほとんどの場合、その相手とちゃん

と話をしていません。相手と話をしたことがなくて、その人のことがよ

くわかっていないときに、「思い込み」をしやすいです。

まずはお話をして、思い込みではない、その人の本当の姿を知ることが大事です。でも、けん

かしたりイライラしているときは、本当の姿が見えなくなっていますから、少し時間がたって、

素直な気持ちになってから話をした方がいいでしょう。

思い込みをなくすためにやってほしいこと、三つ目は、人のうわさを簡

単に信じないことです。

人はうわさ話が大好きです。最近はスマホによってうわさ話が一気に広

がります。でもほとんどの場合、うわさを広める人は、そのうわさが本当かどうか気にしてま

せん。とても無責任でひどいことです。もし、あなたが、うそのうわさを広められたどう思い

ますか？とてもつらいし腹が立ちますよね。だから人のうわさをすぐに信じるのではなく、自

分の頭で考えてほしいと思います。

今日の朝会は、知らないうちにだれかを傷つけないために

思い込みをなくそうという話をしました。

今週一週間は、浮野小の人権週間です。各クラス担任の先生と人権につ

いて話し合い、自分には何ができるか、何をしなければいけないか、考

えてください。これで人権の話を終わります。
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